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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Comparison of condylar size among different antero-posterior and 
vertical skeletal pattern using cone-beam computed tomography.」について、上記の
主査 1 名、副査 2 名が審査を行った。コーンビームコンピューター断層撮影法を用いて異
なる前後・垂直的骨格パターン間の下顎頭のサイズを比較することを目的とした。166 名
の被験者を対象として、前後的骨格パターンとして正常群(-1 ﾟ≦ANB＜4 ﾟ)、上顎前突群
(ANB≧4 ﾟ)、下顎前突群(ANB＜-1 ﾟ)、垂直的骨格パターンとして短形顔貌群(Mp≦23 ﾟ)、
正常群(23 ﾟ＜Mp＜30 ﾟ)、長形顔貌群(30 ﾟ≦Mp)に分類した。【方法】CBCT 画像を用いて下
顎頭前後幅、下顎頭高さ、下顎頭左右幅を計測した。共変量として性別を使用し、3 つの
前後群ならびに 3 つの垂直群と下顎頭サイズの 3 つの計測値を比較するために共分散分析
を行った。左右両側について検討した。その結果、共変量としての性別はほとんどの検討
項目で統計的有意差を認めた。両側の下顎頭高さおよび下顎左右幅は統計学的に前後的骨
格パターンで異なっていた(P＜0.001)。両側の下顎頭左右幅も統計学的に異なる垂直的骨
格パターンを示していた(P＜0.001)。性別を調整した後では両側の下顎頭高さおよび下顎
頭左右幅は上顎前突群、正常群、下顎前突群の順に増加していた。さらに両側の下顎左右
幅は短形顔貌群、正常群、長形顔貌群の順に増加していた。以上より、前後的、垂直的骨
格パターンと下顎頭サイズは密接に関連していることが示唆された。この研究の結果は特
に矯正歯科治療の難易度の高いハイアングルの病因の理解に寄与する可能性がある。 
  
本論文の審査において、副査の荒木委員および菅沼委員より多くの質問があり、その一
部とそれらに対する回答を以下に示す。 
 
荒木委員の質問とそれらに対する回答： 
1. 計測に用いた機器として CB MercuRay と 3D eXam を用いているが計測値に差はないの 
か：アルミニウム棒を用いた 2 つの機器間の測定の差異が調査されており、それぞれ 
のシステムによって測定された容積の誤差は危険率 5%の有意水準において有意差は 
 
のシステムによって測定された容積の誤差は危険率 5%の有意水準において有意差は認 
（主査が記載） 
   認められなかったとしており、この 2 つの機器間において補正は不要である。  
2. 顔面全体の大きさと性差と下顎頭のサイズの関連はなにか：性別は 12 項目のうち 7 項
目で男性が女性より大きい値を示し有意差が認められている。本研究では性別の影響
を考慮するために性別を共変量として使用して共分散分析を行った。一方、下顎頭と
顔面の大きさは関連している可能性もあり、今後は顔面、体長との比による分類での
比較、検討を行う必要がある。  
 
菅沼委員の質問とそれらに対する回答：  
1. 本研究における再現性、精度はどのようなものか：計測を行う画像は軟組織と皮質骨
との境界を明確にし、皮質骨の外周を追えるように閾値を設定している。また計測後
に 30 の画像を無作為に選択し、2 週間の間隔をあけ同一測定者が再測定を行い、
Dahlberg の式に当てはめ測定誤差を検討した。誤差は 3％以内であり問題はないと考
えられる。  
2. 下顎頭と臨床症状との関係はどのようなものが考えられるか：下顎頭における変化と
関連する臨床症状としては関節炎、下顎の非対称性、関節円板の前方転位、下顎頭の
過形成が報告されている。  
 
両副査は上記を含めた質問に対する回答がいずれも満足のいくものであることを確認し  
た。  
 
主査 馬場委員の質問とそれらに対する回答：  
1. 上下顎の顎間関係における原因と結果はどのようなものか：本研究からは顎間関係と
下顎頭サイズのどちらが先に決定づけられるかということは言えない。しかしながら、
成長曲線より上顎の成長が先んじて行われていることから顎間関係が確立された後に
下顎頭の形態が決まるという仮説は立てられる。  
2. 本研究の臨床応用の方法は何か：今後の研究として成長発育期の対象者での検討によ
る下顎頭の成長方向の類推、さらには成長発育期における機能的矯正装置による下顎
頭への影響を調べることができれば、矯正歯科診療における一助となるものと考えら
れる。  
 
 主査の馬場委員は両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主  
張をさらに確認するために上記の質問をしたところ、適切な回答が得られた。  
以上の審査結果から、本論分を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。  
（主査が記載） 
